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本当の豊かさとは
                                                       司祭　エレミヤ上松　興
  　「あなたに欠けているものが一つある。言って持っている者を売り払い、貧しい人に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことになる。それから私に従いなさい。」（マルコ10：21）
  １０月に入ると秋の空は澄み渡り、夜空に浮かぶ月はくっきりと輪郭をあらわにし、どこからか虫のすだく声が聞こえてきます。秋本番の時期を迎えました。秋は実りの秋と言われるように多くの収穫物が店頭に並びます。このところ景気が低迷していると言われて久しいですが、時々大型スーパーに買い物に行くと、様々な商品が各売り場に溢れていて、ことに食料品売り場は日本はもとより、外国から輸入された商品が所狭しと並べられ、本当に日本は豊かだなあとつくづく思い知らされます。私が生まれたのは太平洋戦争終結後間もなくですから、幼年時代はまだまだ戦後の物のない時代の影を落としていました。その頃はタマゴが貴重品だったことと、遠足でバナナを持ってきた友がとても羨ましかったのを覚えています。
   高校時代まで南信州で過ごしましたから、台所で使う燃料が時代と共に便利になっていったことがとても印象的です。
  燃料が薪から、しばらくすると石油コンロに変わり、そしてプロパンガスになって、そして高校生の頃は都市ガスに変わっていきました。道路事情も物心ついた頃は、牛や馬が荷車を引いていたのに、三輪自動車、そして普通自動車が数を増して、故郷には車が縦横無尽に走っています。本当に豊かになりました。物の豊かな時代にあって、このところ殺伐としたニュースが巷間に流れています。豊かさの中に先の見えない不安を抱えて生活し、本当の心の平和、癒しをを求めているのが現代人の姿であると思われます。
　今月の聖句は１０月１２日の聖霊降臨後第１８主日の福音書「金持ちの青年」の物語から採りました。青年はどんなに生活や社会的地位が恵まれていても、何か物足らない、心の安らぎを求めて主イエスの元にやってきました。人間がいくら努力しても真の平和が得られないのです。主イエスはこの青年に心の平安を得られるのは、物や名誉に頼るのではなくて、そのしがらみから離れて、もっと自由になりなさい。物に頼るのではなくて、物を捨て去ったとき本当に頼るべきものが見えてくる。お金では買えないものに目を向けなさいと言われたのでした。何もない、すべてを取り去ったところから心の眼が開かれます。その心を見つめることによって人間の力ではなく、神様によって私たちの命が生かされていることに気付かされます。主に従って生きるときに本当に生きられるのです。物の豊かさの中には心の豊かさが得られません。真の豊かさとは主がなされたように自分を捨て、他者のために仕える者となるとき、主によって朽ちることのない豊かさと、生きる喜びが与えられるのです。
